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　円二色性測定法は、測定試料の左右円偏光

に対するスペクトル応答の違いを利用した光

学的な測定方法であり、分子の立体構造を決

定する有力な測定法のひとつである。市販の

円二色分散計は可視～紫外領域で測定可能

で、波長の下限は190nmである。生体高分子

の基本構成要素であるアミノ酸や糖では、主

に波長200～10nmの真空紫外領域の光と強く

相互作用する。したがって、この測定法をさ

らに波長の短い真空紫外領域へと拡張するこ

とができれば、今まで不可能であった高エネ

ルギー遷移に基づいた分子構造解析が可能と

なる。このため、世界中の放射光施設で、偏

光変調素子を用いた真空紫外領域での偏光変

調光の発生が試みられている。しかしこれら

の測定法では、円偏光変調素子として透過型

の光学素子を使用しているので、原理的に実

効波長下限は140nmである。

　産総研では、1986年に小型電子蓄積リング

TERASにおいて独自構造の交流偏光変調可

能な偏光アンジュレータを開発している（図

１）。今回、この偏光アンジュレータを利用す

ることによって、従来の透過型偏光変調素子

の波長限界を超える125nmまでの短波長領域

における円二色性測定技術を開発し、アミノ

酸の一つであるアラニン薄膜の真空紫外領域

における円二色性のスペクトル測定に成功し

た（図２）。これは透過型の偏光変調素子を使

わずに、光源自体で左右円偏光を交流的に発

生させ、偏光変調分光を行う手法である。

　多くの放射光共同利用実験施設では、蓄積

電子エネルギーが固定されているため、利用

できる変調光の波長が限定されている。産総

研のTERASは、300～800MeVの範囲で自在

にエネルギーを変えることができるシステム

構築を行っているので、300～40nmの波長範

囲で交流的に偏光変調された放射光を発生す

ることが可能である。これからは、より短波

長領域で測定を行っていく計画である。今

後、真空紫外領域円二色性分光は生体高分子

の立体構造を知るための重要な分析技術にな

ると期待される。
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図2（下）　偏光アンジュレータに
よる偏光変調分光法
光源自体で左右円偏光を交流的に発
生させ、偏光変調分光法によりアラ
ニン薄膜の円二色性スペクトルを測
定した。

図1（左）　産総研電子蓄積リング
TERASと偏光アンジュレータビー
ムライン


